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人命第一の中国のコロナ対策（村田忠禧）� ５面
帝国主義はベラルーシに介入するな� ６～７面
「骨�還せ」訴訟から見えるもの（上）� ８～９面

育鵬社版教科書各地で不採択� 10面

八
月
二
十
日
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
者
累
計
一
八
〇
四
人
、
死

亡
者
一
七
人
、
沖
縄
県
民
の
感
染

者
数
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
米
軍

関
係
者
の
感
染
者
は
三
五
五
人
で

あ
る
。

県
民
の
日
々
の
感
染
者
数
、
感
染

場
所
、
感
染
者
の
入
院
者
数
，
重

傷
者
数
な
ど
県
に
よ
っ
て
毎
日
公

表
さ
れ
て
い
る
が
、
米
軍
人
軍
属

と
そ
の
家
族
の
感
染
に
つ
い
て

は
、
感
染
者
数
と
所
属
基
地
名
の

み
し
か
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

沖
縄
の
米
軍
基
地
は
、
フ
ェ
ン
ス

を
隔
て
た
鼻
先
に
県
民
地
域
と
混

在
し
て
お
り
、
米
兵
ら
は
二
四
時

間
自
由
に
県
民
の
生
活
圏
に
出
入

り
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
実
態

防
衛
省
沖
縄
防
衛
局
は
、
辺
野
古

新
基
地
建
設
予
定
地
の
大
浦
湾
に

軟
弱
地
盤
が
見
つ
か
り
、
大
規
模

な
地
盤
改
良
工
事
が
必
要
と
な
っ

た
た
め
、
沖
縄
県
に
工
事
の
設
計

概
要
等
の
「
変
更
承
認
申
請
書
」

を
提
出
し
た
。（
沖
縄
県
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
に
県
独
自
の
緊
急
事
態
宣

言
を
発
出
し
た
翌
日
の
こ
と
！
）

今
後
、
沖
縄
県
は
変
更
承
認
申
請

書
を
県
内
各
地
と
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
告
示
し
、
三
週
間
の
縦
覧
期

間
を
設
け
る
。
開
始
は
県
の
緊
急

事
態
宣
言
解
除
後
へ
と
延
期
さ

れ
、
早
く
て
九
月
一
日
以
降
に
な

る
見
通
し
だ
。
こ
の
間
は
誰
で

も
、
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
宛
に
変
更

承
認
申
請
書
に
対
す
る
「
意
見

書
」
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
知
事
は
意
見
書
も
参
考
に
設

計
変
更
承
認
・
不
承
認
の
判
断
を

す
る
。「
不
承
認
」
な
ら
地
盤
改

良
工
事
は
で
き
な
い
。

「
辺
野
古
新
基
地
を
造
ら
せ
な
い

オ
ー
ル
沖
縄
会
議
」
は
訴
え
て
い

る
―
―
「
意
見
書
」
が
辺
野
古
新

基
地
ス
ト
ッ
プ
の
力
に
な
り
ま

す
！
「
意
見
書
」
の
力
で
玉
城
デ

ニ
ー
知
事
を
後
押
し
し
ま
し
ょ

い
ま
、
沖
縄
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る
。
そ

れ
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
政
府
が
感
染
拡
大
の
リ
ス
ク
よ
り
経
済
振
興

を
優
先
し
強
行
し
た
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
政
策
で
あ
り
、
別
掲
記
事

で
池
宮
城
弁
護
士
や
金
治
明
氏
（
二
面
）
が
弾
劾
し
て
い
る
米
軍
人
軍

属
、
基
地
関
係
者
を
介
し
て
の
感
染
拡
大
だ
。
そ
う
し
た
中
、
玉
城
知

事
は
県
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
を
八
月
二
十
九
日
ま
で
延
長
し
た
。
だ

が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
政
府
・
防
衛
省
は
辺
野
古
の
基

地
建
設
工
事
を
一
刻
た
り
と
も
止
め
て
い
な
い
。
ダ
ン
プ
と
運
搬
船
は

大
量
の
土
砂
を
運
び
続
け
て
い
る
（
感
染
の
第
一
波
の
時
は
作
業
を
中

止
し
た
）。
基
地
関
係
者
だ
け
で
な
く
工
事
関
係
者
か
ら
も
感
染
者
が

出
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
だ
。
こ
こ
に
も
、
人
命
よ
り
軍
事
優
先
の

日
米
政
権
の
階
級
性
・
非
人
間
性
が
現
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
反
基
地

運
動
の
側
は
、
参
加
者
の
健
康
に
配
慮
し
て
組
織
的
な
抗
議
行
動
を
控

え
て
い
る
。
本
土
か
ら
の
支
援
者
も
来
沖
で
き
ず
、
き
わ
め
て
き
び
し

い
状
況
が
続
く
。
こ
う
し
た
中
、
今
わ
れ
わ
れ
が
取
り
組
め
る
活
動
の

一
つ
が
、
オ
ー
ル
沖
縄
会
議
な
ど
が
呼
び
か
け
て
い
る
玉
城
知
事
に

「
意
見
書
」を
送
る
運
動
だ（
別
掲
参
照
）。「
意
見
書
」は
誰
で
も
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
読
者
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
訴
え
ま
す
。�【
編
集
部
】

ど
で
コ
ロ
ナ
情
報
が
報
道
さ
れ
て

い
る
が
、
沖
縄
の
基
地
で
の
感
染

者
は
前
記
の
と
お
り
三
五
五
人
、

県
民
の
感
染
者
と
比
較
し
て
約
二

〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
無
視
で
き
な
い

数
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

不
思
議
な
こ
と
に
、
政
府
や
東
京

都
な
ど
全
国
の
感
染
者
数
に
は
米

軍
基
地
感
染
者
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ

て
い
な
い
。
米
軍
基
地
内
の
コ
ロ

ナ
は
、
日
本
人
に
は
感
染
し
な
い

と
の
こ
と
か
？

安
保
条
約
に
よ
る
米
国
へ
の
政
治

的
隷
属
の
み
な
ら
ず
、
人
命
に
か

か
わ
る
コ
ロ
ナ
蔓
延
に
つ
い
て

も
、
米
軍
任
せ
の
日
本
と
は
、
ど

こ
の
国
か
？
　
今
、
沖
縄
は
「
Ｇ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
　
ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
と
米
軍
に
よ
る
挟
み
撃
ち

で
、
医
療
崩
壊
、
経
済
崩
壊
の
危

機
に
瀕
し
て
い
る
。

う
！
全
県
民
・
全
国
の
仲
間
へ
呼

び
か
け
て
く
だ
さ
い
！
あ
な
た
の

力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
！

オ
ー
ル
沖
縄
会
議
の
呼
び
か
け
に

応
え
、
玉
城
知
事
宛
に
、
変
更
承

認
申
請
書
を
「
不
承
認
」
と
す
る

よ
う
意
見
し
、
そ
の
理
由
を
指
摘

す
る
「
意
見
書
」
を
一
枚
で
も
多

く
届
け
よ
う
！�

【
編
集
部
】

＊
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊

●
「
設
計
変
更
承
認
申
請
書
」

は
、
縦
覧
が
始
ま
れ
ば
、
沖
縄
県

庁
（
行
政
情
報
セ
ン
タ
ー
）、
名

護
市
役
所
・
支
所
等
で
縦
覧
で
き

る
。
ま
た
、
沖
縄
県
土
木
建
築
部

海
岸
防
災
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
さ
れ
る
。（https://

www.pref.okinawa.jp/site/
doboku/kaibo/index.htm

l

）

●
意
見
書
の
書
式
は
、
オ
ー
ル
沖

縄
会
議
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

（https://all-okinaw
a.jp/

opinion/

　
上
段
右
「
詳
し
く
は

こ
ち
ら
」
を
ク
リ
ッ
ク
→
「
現
在

意
見
書
は
提
出
で
き
ま
せ
ん
」
囲

み
が
出
た
場
合
は
、
右
上
×
印
を

ク
リ
ッ
ク
→
本
文
に
移
行
。）

●
以
下
の
【
必
要
事
項
】
の
記
載

が
あ
れ
ば
、
ハ
ガ
キ
で
も
提
出
が

可
能
。

〈
辺
野
古
新
基
地
建
設
事
業
・
公

有
水
面
埋
立
変
更
承
認
申
請
に
係

る
意
見
書
〉

沖
縄
県
知
事
　
玉
城
デ
ニ
ー
様

【
日
付
】
年
月
日
（
※
告
示
・
縦

覧
期
間
内
の
日
付
）　
　

【
提
出
者
】
住
所
、
氏
名
、
電

話
：E-mail（
※
団
体
の
場
合
は
、

団
体
名
・
代
表
者
・
住
所
を
記

載
。）

【
利
害
関
係
の
内
容
】（
※
自
ら
が

「
利
害
関
係
人
」
と
思
う
内
容
を

書
く
。
納
税
者
と
し
て
、
辺
野

古
・
大
浦
湾
の
貴
重
な
自
然
を
守

り
次
代
に
継
承
す
る
責
務
を
負
う

者
と
し
て
、
戦
争
と
米
軍
基
地
に

反
対
す
る
者
と
し
て
、
等
も
「
利

害
関
係
」
の
内
容
に
な
る
。）

【
意
見
】
沖
縄
県
知
事
は
、
今
回

の
「
設
計
概
要
変
更
承
認
申
請
」

を
不
承
認
と
し
て
く
だ
さ
い
。

【
理
由
】（
※
自
由
に
記
載
す
る
。

以
下
は
、「
オ
ー
ル
沖
縄
会
議
」

が
参
考
と
し
て
挙
げ
る
内
容
）

・
現
地
に
は
軟
弱
地
盤
や
活
断
層

が
あ
り
、
基
地
建
設
は
不
可
能
で

す
。

・
海
面
下
九
〇
ｍ
ま
で
軟
弱
地
盤

が
続
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
海
面
下
七
〇
ｍ
ま
で
し
か
地

盤
改
良
を
行
わ
な
い
た
め
、
こ
の

ま
ま
で
は
ケ
ー
ソ
ン
護
岸
は
崩
壊

し
ま
す
。

・
Ｂ
27
地
点
周
辺
の
地
質
調
査
を

や
り
直
す
べ
き
で
す
。

・
完
成
後
も
地
盤
沈
下
が
続
き
、

前
代
未
聞
の
滑
走
路
の
ジ
ャ
ッ
キ

ア
ッ
プ
が
必
要
で
す
。

・
今
回
は
大
規
模
な
変
更
で
す
か

ら
、
環
境
影
響
評
価
を
や
り
直
す

べ
き
で
す
。

・
大
規
模
な
地
盤
改
良
工
事
に
よ

り
一
帯
に
汚
濁
が
拡
散
し
、
大
浦

湾
の
環
境
破
壊
は
深
刻
で
す
。

・
完
成
ま
で
一
五
年
ほ
ど
か
か
る

こ
と
か
ら
、
普
天
間
基
地
の
危
険

性
は
固
定
化
し
ま
す
。

・
工
事
費
は
九
三
〇
〇
億
円
に
は

収
ま
り
ま
せ
ん
。
あ
ま
り
の
無
駄

遣
い
で
す
。

・
こ
の
と
ん
で
も
な
い
工
事
費

を
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
ま
わ
す
べ
き

で
す
。

・
イ
ー
ジ
ス
ア
シ
ョ
ア
を
停
止
し

た
よ
う
に
、
辺
野
古
の
基
地
も
見

直
す
べ
き
で
す
。

・
大
浦
湾
に
戻
っ
て
き
た
ジ
ュ
ゴ

ン
を
追
い
散
ら
す
工
事
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
。

・
七
万
九
千
群
体
も
の
サ
ン
ゴ
類

を
移
植
す
る
計
画
で
す
が
、
移
植

で
サ
ン
ゴ
類
は
保
存
で
き
ま
せ

ん
。

・
地
盤
改
良
工
事
で
沖
縄
の
年
間

採
取
量
の
二
年
分
以
上
の
海
砂
が

採
取
さ
れ
、
沖
縄
の
沿
岸
海
域
の

環
境
破
壊
は
深
刻
で
す
。

・
県
外
か
ら
の
土
砂
も
持
ち
込
ま

れ
、
特
定
外
来
生
物
の
侵
入
が
危

惧
さ
れ
ま
す
。

・
県
内
各
地
か
ら
土
砂
が
採
取
さ

れ
、
新
基
地
建
設
は
海
だ
け
で
は

な
く
、沖
縄
の
山
々
も
破
壊
し
ま
す
。

●
意
見
書
は
縦
覧
期
間
中
（
告
示

か
ら
三
週
間
）
し
か
提
出
で
き

ず
、
前
後
は
無
効
。
縦
覧
期
間
中

に
提
出
先
に
持
参
、
も
し
く
は
郵

送
す
る
（
締
切
日
の
消
印
有
効
）。

●
意
見
書
の
提
出
先
：
〒
九
〇
〇

―
八
五
七
〇
那
覇
市
泉
崎
一
―
二

―
二
沖
縄
県
土
木
建
築
部
海
岸
防

災
課

●
参
考
：
①
オ
ー
ル
沖
縄
会
議
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
意
見
書
作

成
に
つ
い
て
沖
縄
各
地
で
も
講
演

し
て
い
る
北
上
田
毅
さ
ん
（
沖
縄

平
和
市
民
連
絡
会
）
作
成
の
資
料

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

②
次
の
団
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

北
上
田
さ
ん
の
関
連
資
料
を
掲
載

し
て
い
る
。「
辺
野
古
の
海
を
土

砂
で
埋
め
る
な
！
首
都
圏
連
絡

会
」https://henokoum

eruna
2018.exblog.jp/

③
オ
ー
ル
沖
縄
会
議
の
山
城
博
治

さ
ん
（
現
地
闘
争
部
部
長
）
と
福

元
勇
司
さ
ん
（
事
務
局
長
）、
そ

し
て
北
上
田
さ
ん
が
土
砂
搬
出
の

現
場
・
本
部
港
塩
川
か
ら
意
見
書

提
出
を
全
国
に
訴
え
る
動
画
が
公

開
さ
れ
て
い
る
。

（http://u0u1.net/Ysk7

　
辺

野
古
土
砂
搬
出
反
対
全
国
連
絡
協

議
会
・
首
都
圏
グ
ル
ー
プ
制
作
）

の
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
が
蔓
延
し
て

も
、
日
本
政
府
や
沖
縄
県
当
局

は
、
米
軍
に
対
し
、
緊
急
対
策
措

置
法
な
ど
国
会
で
立
法
さ
れ
た
法

律
に
よ
る
法
令
上
の
措
置
を
と
れ

な
い
。
疫
病
に
関
し
て
も
米
軍
基

地
は
日
本
の
主
権
が
及
ば
な
い
治

外
法
権
の
聖
域
で
あ
る
。

な
ぜ
か
？
　
日
米
安
保
条
約
に
基

づ
く
日
米
地
位
協
定
九
条
に
「
合

衆
国
軍
隊
の
構
成
員
及
び
軍
属
並

び
に
そ
れ
ら
の
家
族
は
、
外
国
人

の
登
録
及
び
管
理
に
関
す
る
日
本

国
の
法
令
の
適
用
か
ら
除
外
さ
れ

る
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
米
国
や
そ
の
他
の
基
地

か
ら
日
本
国
内
の
米
軍
基
地
に
出

入
り
す
る
米
兵
や
軍
属
と
そ
の
家

族
は
、
関
税
や
検
疫
無
し
に
日
本

へ
フ
リ
ー
パ
ス
で
出
入
り
す
る
特

権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
現

在
米
国
は
世
界
一
の
コ
ロ
ナ
感
染

国
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

米
軍
は
世
界
中
を
動
き
ま
わ
り
、

沖
縄
基
地
へ
コ
ロ
ナ
を
持
ち
込
ん

で
く
る
。
玉
城
県
知
事
は
、
米
軍

に
対
し
て
す
べ
て
の
感
染
情
報
を

開
示
す
る
よ
う
要
求
し
て
き
た

が
、
当
初
は
拒
否
さ
れ
、
米
軍
は

県
民
の
怒
り
に
あ
い
、
最
小
限
度

の
情
報
を
開
示
す
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
県
民
が
納
得
す
る
情
報
は

知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。

日
々
、
全
国
的
に
新
聞
テ
レ
ビ
な

米
軍
基
地
と
新
型
コ
ロ
ナ
の
蔓
延

―
― 

あ
ら
た
な
る
戦
災

池
宮
城
紀
夫（
弁
護
士
）

玉
城
沖
縄
県
知
事
へ「
意
見
書
」を
提
出
し
よ
う
！

辺
野
古
新
基
地
建
設
を
止
め
よ
う
！

沖縄現地から

辺
野
古
の
ゲ
ー
ト
前
で
は
米
兵
が
検
温
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
る
が
、
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は
米

兵
な
ど
を
乗
せ
て
各
米
軍
基
地
を
輸
送
し
、
辺
野
古
の
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
に
も
行
き
来
し
て
い
る
。
キ
ャ
ン
プ
・

シ
ュ
ワ
ブ
で
も
八
月
二
十
五
日
、初
め
て
二
名
の
感
染
者
が
出
た
こ
と
が
公
表
さ
れ
た�（
二
〇
二
〇
年
七
月
十
五
日
・

辺
野
古　

撮
影
＝
豊
里
友
行
）

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
要
求
署
名
活
動
に
参
加
し
よ
う
！

９
月
９
日
㈬
16
時
～
17
時　
東
京・Ｊ
Ｒ
水
道
橋
駅
東
口

※
関
連
記
事
３
面


